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	Wntシグナル伝達経路に関与し、MYCプロモーターに配列特異的に結合してMYCの発現を調節する。CTNNB1が存在しない場合にはリプレッサーとして、存在する場合にはアクティベーターとして作用する。CTNNB1が存在する場合、Tcfモチーフ5'-CCTTGATC-3'を複数コピーしたプロモーターからの転写を活性化する。TLE1、TLE2、TLE3、およびTLE4は、TCF7L2/TCF4およびCTNNB1を介した転写活性化を抑制する。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
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	転写因子7類似体2抗体を使用した、Jurkat溶解物中のTCF7L2のウェスタンブロット分析。
	

	TCF7L2 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト結腸癌の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

